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ページ    誤 正 

P15 
別表-6 

共通比率 

共通仮設費率（昇降機設備工事） 

直接工事費 1千万円以下 
1千万円を超え、 

5億円以下 
5億円を超える 

共通仮設費率 3.08％ 
共通仮設費率算定式により算定 

された率 
2.07％ 

算定式 Kr＝7.89×P－0.1021 

     ただし、Kr：共通仮設費率（％） 

         P ：直接工事費（千円） 

（注）Krの値は、小数点以下第3位を四捨五入して2位止めとする。 

  
 

共通仮設費率（昇降機設備工事） 

共通仮設費率 

（注1） 

Kr＝Exp ( 4.577 － 0.323 × loge P ) （注2・3） 

Kr：共通仮設費率（％）（注4） 

P ：直接工事費（千円） 

（注1）本表の共通仮設費率は、施工場所が一般的な市街地の比率である。 

（注2）Exp( )は、指数関数 e( )を表す。e は、ネイピア数（自然対数の底）を表す。 

（注3）P が以下の範囲を外れる場合は、共通仮設費を別途定めることができる。 

5,000（千円） ≦ P ≦ 500,000（千円） 

（注4）Kr の値は、小数点以下第3 位を四捨五入して2 位止めとする。 

  
 

P16 
別表-6 

共通比率 

現場管理費率（昇降機設備工事） 

純工事費 1千万円以下 
1千万円を超え、 

5億円以下 
5億円を超える 

現場管理費率 3.98％ 
現場管理費率算定式により算定 

された率 
2.26％ 

算定式 Jo＝15.10×Np－0.1449 

     ただし、Jo ：現場管理費率（％） 

         Np：純工事費（千円） 

（注）Joの値は、小数点以下第3位を四捨五入して2位止めとする。 
 

現場管理費率（昇降機設備工事） 

 

現場管理費率 

（注1） 

Jo＝Exp ( 7.438 － 0.448 × loge Np ) （注2・3） 

Jo：現場管理費率（％）（注4） 

Np：純工事費（千円） 

（注1）本表の現場管理費率は、施工場所が一般的な市街地の比率である。 

（注2）Exp( )は、指数関数 e( )を表す。e は、ネイピア数（自然対数の底）を表す。 

（注3）Np が以下の範囲を外れる場合は、現場管理費を別途定めることができる。 

5,000（千円） ≦ Np ≦ 500,000（千円） 

（注4）Jo の値は、小数点以下第3 位を四捨五入して2 位止めとする。 
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P81 表2.2.36 

さや管ヘッダー工法 樹脂管 

（給水・給湯） メカニカル接合 

(注)4．「屋内専用配管同時施工」は、さや管に樹脂管が通管された状態で同時施工する場合に適用

する。 

 

さや管ヘッダー工法 （内管、さや管） 

（給水・給湯） メカニカル接合 

 

 

 

P81 表2.2.37 

さや管ヘッダー工法 さや管 

（給水・給湯） メカニカル接合 

(注)2．［屋内専用配管］墨出し、接合、支持金物取付け及び小運搬を含む。 

 

さや管ヘッダー工法 （内管、さや管） 同時施工 

（給水・給湯） メカニカル接合 

(注)2．［屋内専用配管］墨出し、接合、支持金物取付け、小運搬及び水圧試験を含む。 

 

P82 表2.2.38 

硬質ポリ塩化ビニル管 （ＶＰ）、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 （ＲＦ-ＶＰ） 

排水用リサイクル硬質塩化ビニル管 （ＲＥＰ－ＶＵ）、建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管 （ＦＳ－ＶＰ） 

（排水・通気） 

 

硬質ポリ塩化ビニル管 （ＶＰ）、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 （ＲＦ-ＶＰ） 

排水用リサイクル硬質塩化ビニル管 （ＲＥＰ－ＶＵ）、建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管 

（排水・通気） 

 

P85 表2.2.41 

硬質ポリ塩化ビニル管（VP・VU）、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP)、 

（換気）単管路型 

 

 

硬質ポリ塩化ビニル管（VP・VU）、リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP)、 

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（RS-VU） 

（換気）単管路型 

 

P85 表2.2.42 

換気用耐火二層管 

（換気）単管路型 

 

換気用耐火二層管（VP・VU） 

（換気）単管路型 
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P97 表2.5.4 

 

 

 

 

 

 

 

表2.5.4 
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P102 
表2.9.1 

(つづき) 

汚水、雑排水、 

汚物水中ポンプ 

 

汚水、雑排水、 

汚物用水中ポンプ 

 

P106 表2.10.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P114 
表2.11.9 

(つづき) 

排水金物等［個］ 

 

トラップ等［個］ 

 

P125 表2.11.14 

WPM-P450 

1 

 

WPM-A450 

1 

 

P127 図2.11.2 
（ハ）側塊は、JIS A 5372（フレキャスト鉄筋コンクリート製品）とする。 

 

（ハ）側塊は、JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）とする。 

 

P130 図2.11.5 
（ハ）側塊は、JIS A 5372（フレキャスト鉄筋コンクリート製品）とする。 

 

（ハ）側塊は、JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）とする。 

 

P135 
表2.11.18 

(つづき) 

消火栓箱 

［組］ 

格納箱等 

［組］ 
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